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大曲厚生医療センター玄関ホールを使用し口腔がん無料検診をおこなった。
本年から大仙市と共催、秋田県、JA秋田厚生連の後援は引き続きいただくことができた。
大曲厚生医療センター玄関ホールに会場を設置、プライベートスペース（個室）も用意し、無料の相談
に対応した。
大曲厚生医療センターの耳鼻咽喉科医３名で検診をおこなった。

検診の待合スペースに大型モニター設置、「それって耳鼻科でしょ！耳鼻咽喉科広報動画」、また
口腔がん無料検診協力店のポスター掲示風景を含めた無料検診PR動画をループで再生し待ち時間
の負担軽減を図った。
また「山田武千代教授プレゼンツ」として教授の似顔絵を入れた「それって耳鼻科でしょ！クイズ」を実
施、検診参加者に頭頸部外科月間に添った問題を解いていただき、全問正解者先着50名に特製「そ
れって耳鼻科でしょ！」缶バッチをプレゼントした。

大仙市市報にポスター添付したお知らせを掲載していただいた。またJA秋田厚生連の後援を得てAKT
秋田放送のテレビ番組「JA緑の広場」での告知と、JA秋田おばこ機関誌での告知をおこなった。
秋田県地方紙の秋田魁新報で囲み記事での告知、NHKラジオでの音声CMをおこなった。
秋田県内の病院、開業耳鼻咽喉科でのポスター掲示、並びに病院周辺の秋田県、大仙市関連公共機
関、当病院内、病院周囲の全院外薬局、大仙市内スーパーマーケット、コンビニ等へのポスターを約60
枚貼付しイベントの告知をおこなった。

3年連続の開催であり皆様への周知も進み、大仙市からは本年より後援から共催へ一歩進んだ協力体
制をいただいた。各種の広報活動の結果、順調な参加者の増加を認め、総計189名の参加者で特に滞
りなく開催ができた。（ちなみに一昨年、約60名、昨年、約120名の参加だった。）
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参加者　189名
3年開催で市民への周知が進んだ結果で参加者の増加
一昨年　約60名、昨年　約120名だった

秋田県地方部会

山田武千代

「口腔がん無料検診」「それって耳鼻科でしょ！」
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